






















Ⅰ　はじめに

　急性脳症は小児期特有の予後不良な疾患であるが,その本態は今日のところ

なお明かでない。したがって,その治療は早期に神経学的所見をチエックし,脳

浮腫の早期治療に全力を注ぐ事がその予后を支配するといってよい。著者(小

川,1971)1)は一定の神経学的諸徴候をもととして表 1の如き臨床像の病時期的

分類を試み発表した。そのなかで,脳波所見は有力な情報を提供するが,視察的

観察ではある程度の限度があり,より詳細な情報が要望される。


